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シンチレータは α線や X 線などの高エネルギーを持つ放射線を数千もの低エネルギーの光子に即時

変換し発光する機能性材料であり、その用途は放射線検出、セキュリティ、環境調査など多岐にわたる。

シンチレータは一般的に光電子増倍管やフォトダイオードなどの光検出器と組み合わせて用いられる。

近年、光検出器の性能が向上したため近赤外域のシンチレーション光の検出も可能となったが、研究報

告例は未だに少なく発光中心としてNdや Ybを添加したものがほとんどである[1, 2]。本研究では近赤外

域に発光準位を持つ Tm を添加した GdAlO3単結晶を作製し、フォトルミネッセンス(PL)とシンチレーショ

ン特性について評価した。 

Figure 1に 1%Tm添加 GdAlO3の PL emission mapを示す。440 nm付近と 800 nm付近に発光が確

認でき、既報よりそれぞれTm3+イオンの 1G4→
3H6と 3H4→

3H6の電子遷移によるもだと考えられる[3]。また

Figure 2に近赤外域における1%Tm添加GdAlO3のX線励起シンチレーションスペクトルを示す。800 nm

と 1460 nm付近に発光ピークを確認することができた。本講演では PL 及びシンチレーション特性の Tm

濃度依存性について報告する。 
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Figure 1. PL maps of 1% Tm-doped GdAlO3 samples. 

The horizontal and vertical axes show emission and 

excitation wavelength, respectively. 

Figure 2. X-ray induced scintillation spectra of 

1% Tm-doped GdAlO3 in NIR wavelength. 
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